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ぼ 0.2 N の接触力を検出することが可能であることが示され，この値は果柄部の接触を検知するために
十分な値であることが圃場での実験結果で確認されている． 
 
３． 収穫装置のシステム構築（投稿予定, 2016 年 11 月） 
現在提案されている自動収穫システムは，地面を移動しているものがほとんどであるが，地面は種々
の障害がある．このために本論文ではモノレール式の装置を提案し，上部から柔軟マニピュレータによ
って果実を収穫することを提案している． 
 
２.審査の経過と結果 
（１）平成２８年７月６日 博士後期課程委員会で学位論文の受理を決定し、５名がその審査委員と
 して指名された。 
（２）平成２８年８月２２日 公開論文審査発表会及び最終試験を実施した。 
（３）平成２８年９月５日 博士後期課程委員会で学位授与を可とし、教育研究審議会で承認された。 
